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九州山地下の地殻深部に見られる地震波低速度異常

Low velocity anomaly near bottom of the crust benearth the Kyushu
Mountains
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九州地域に展開されている微小地震観測網に加えて九州大学独自で展開している観測点を用い
て、九州地域の地殻の３次元地震波速度構造を推定した。使用したデータは、182の観測点で得
られた2128個の地震（マグニチュード1.8以上、20点以上の観測点で初動読み取りをしたもの）
で、波線数はP波が71462個、S波が46465個である。解析にはDouble-Differenceトモグラフィー
法（Zhang and Thurber, 2003）を用いた。
研究成果として、九州山地下の地殻深部に顕著な低速度異常が存在することを示した。九州山地
下の地殻深部に見られた低速度異常は、マントルウェッジに見られる高Vp/Vsとは対照的に、低
Vp/Vsであった。この地域では、重力異常において広域にわたる低密度異常が見られ、またモホ
面深度が九州中東部で深くなることが報告されている。九州山地は、九州の火山列に沿って位置
し、阿蘇、雲仙、霧島の活火山に囲まれているが、活火山は存在しない。これらのことから、九
州山地下に見られた低速度異常は、地殻が厚いことによるものと解釈した。九州山地は第四紀以
降隆起していることが知られており、その原因の１つとして九州－パラオ海嶺の沈み込みが考え
られている。本研究で、九州－パラオ海嶺の沈み込み方向に沿った断面では、宮崎沖の地殻深部
にも低速度異常が見られた。また日向灘東方沖でも沈み込む九州パラオ海嶺の存在を示す低速度
異常が報告されている。これらをまとめ、九州山地下の地殻の底に低密度の物質が存在するこ
と、その原因として、低密度の九州パラオ海嶺の沈み込みにより、浮力により海洋地殻の上部が
デタッチメントし、九州山地や宮崎沖の大陸地殻の底を押し上げるという可能性を考えた。この
仮説は、九州山地や宮崎平野が第四紀に著しく隆起していること、宮崎沖に顕著な低重力異常が
存在することとも調和的である。

キーワード:トモグラフィー,九州,地震波速度,九州山地,モホ面,九州－パラオ海嶺

Keywords: tomography, Kyushu, velocity structure, Kyushu Mountains, Moho discontinuity,
Kyushu-Palau Ridge


